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　編集部の こ提言によ り、学会における 「自分の足跡」

を辿 っ て い る うち に年表形式の 学会個人史が で きた、、

しか し羅列 的な年表 ではお愛 想もな いと い うことで、

編集部の こ示唆によ り適宜パ
ー

ソ ナルな コ メ ン トを行

間 に い れ た （C 印の パ ラ ク
．
ラ フ ）。ともか く こ のよ う

な機会を戴いた ことは有り難く、よくも わ る くも当人

に は過去を顧み るよすがとな っ た。なお データ は ニ ュ

ーズと学会誌に限 っ た。

　凡例 ： （4 −18 ）→ 協会ニ ュ
ーズ Vol　4 ，　p ］8 ，

　　　　（No ．155 −1）→学会ニ ュ
ーズ No ．］55 ，　p　1

　　　　 ［10−3］→学会誌 Vo口 0，　P　3

　協会 ニ ュ
ーズ は （編集 に 係わ っ た

一
人 と して 申 し訳

な い ことながら）パ ジネ
ーシ ョ ン に 誤 り が多く、また

発行の遅れた時期には年度 に食い潯いもあるので ．そ

れ ぞ れ
一

定 の 修正を した。

　 　 　 　 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

1956 （昭 31 ）色彩科学協会入会 （こ の 年の 8 −1］

月期）（2 −16）

◎ガ リ オア ・フ ルプ ラ イ ト留学から帰 っ て 復学 したの

が 1954 年秋。留学中の リ サーチ は 生 理 心 理 学 （主

に人間の脳波）だ っ たが、帰国後は主任教授の 鞄持ち

で 照明学会、テ レビジ コ ン 学会あるいは 日本角彩研究

所などに出入 りして い るうちに色彩 に関わるようにな

っ た 。 その 折り森礼於氏か ら色彩科学協会初期の ガ リ

版刷りの ニ コ
ーズ を戴 ぎ ．氏 に 推 さ れ て 入会．日本色

彩研究所現理事長の平井敏夫氏は同期 、

　そ れ 以前 ，色彩学は DBJudd 　 Basic　Gorrelates 　of

the 　 vlsual 　 stlmulus ，　 S ，　S　 Stevens 〔ed ）Handbook

of　ex ρerimenta ！　psycho ！ogy 、　Wiley，］952 ，　PP．811 −

867 を留学中に読んだ程度。まだ Judd と い う名前 の

有難みを知 らず、理解 も要領を得なか っ た 。 ジ t’ ッ ド

氏の こ の テ キ ス トはグ ロ サリ
ー

つ きで 初心者向きと言

っ て よ い と思うが、心理 学分野以外にはあま り知 られ

て い な い かも しれな い Lt 日本語の テ キ ス トは日置隆
一

「測色学」 応用物理学会編 ：総説応用光学 〔］954 ）

（eglO章）に親 しんだ 。 栗堯先生の 『色」河 出書房

（］947 ）も早 く か ら 手元 に あ っ た が 、親 しむ と こ ろ

ま で行かなか っ た。

1958 （昭33 ）ニ ュ
ーズ編集委員 〔4巷 2号よ り］1

巻 4 号ま で），色に 関す る 用語 （生理 ・心理）の JIS原

案作成委員

［小論］色票の大きさと明度スケ
ー

ル （成沢玉代氏 と

共著）〔4 −18 ）

［関東支部第 1回研究 発表会］色刺激面積と純度差弁

別　（4 ．32 ）

［海外 ニ ュ
ー

ス ］ア メリカWF ［Ufiにおけるモ ノク ロ
・

テ レビ上 の ベ ン ハ ム ・カ ラ ー実験 の 成功に つ い て

（Arn ．　J．　PsychoL 、1958 ，71 、606 −607 ）（4 −46 ）

1959 （昭34 ）関東支部幹事 （昭和 37 年度まで）

色の 比較方法の JIS原案作成委員

［［〕
一タ リー］ブ ル フ リ ッ ヒ の ス テ レ オ効果 （5 −10 ）、

主観 色 （5 −42 ）

つ色 彩科学協会ニ コ
ーズ各号 の 最終 ペ ージの カラ

ー ・

ロ ータリ
ー欄は 日置隆一先生の こ提案による用語解説

風の随筆欄で ，5巻 1号 か ら始ま り協会 ニ ュ
ーズの最

終号 （「5巻 6号）まで 続 い た、、

1960 （昭35 ）MCS 研究会委員

［小 論 1 巡 航中 の 機上 に お け る 輝度と 色温 度 の 測定

（小保内
・
大 Jll両氏と共著）（6 −43 ）

L［コータリ
ー

］ ア ル ベ ド知覚とタウ レス 指数 （6−］6）、

ち ら つ き刺激 に お け る バ
ー

トレ イ 効 果 （6 −48 ），

．）MCS 研 究委貫会の 発足 に つ い て は次の よ うな コ メ

ン トがある。すな わ ち当協会 には以前 マ ン セ ル 研究会

があ っ て 、大戦直後の不自由な中 で好愛の 士が集ま っ

て勉強し た歴史が あ る 。そ の 後、測色 ，色覚、配色 の

3分科会 が つ く ら れ ，そ れ ぞ れ 研究 に 努 め た 。しか る

に近頃はそうい っ た学問鍛錬の場がな く 辰 しい 思い が

して い た と こ ろ ，現 下契 緊 の テ ー
マ で あ る Metrlc

Cobr 　Space の徹底的検討を目的とするMCS 研 究会 が

設置された 〔コ メ ン テ
ー

タ
ー
不詳）。（6 −39 ）

1961 　（昭36 ）

［文献抄録］  M ．Richter；Dle　 Beziehung　zwisohen

［二 ＿ ＿ 一一 183 匚＝：：＝ ：＝二＝：＝：：＝：コ
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日本色彩学会誌　　VOLUME 　24　NUMBER 　3　2000

den　 Farbmasszahlen 　 nach 　 DIN 　 6164 　 und 　den

Ostwaldmasszahlen，　Farbe，1957 ，6 ，49 −62 ．（7 −

31 ）  R．LGregory ；Ablue 斛ter　technique 　for

detectLng　eye 　movements 　during　the　autokinetic

effect ，　 Quart，　 J，θxp ，　 PsychoX．，195gl　 11，113 −

114 ．（7−36 ）

［MCS 文献］  D ．　Nickersonl　D ．　 B．　Judd ，　und 　 G

Wyszecki ／　 Ueber 　 eine 　 Transformation　 des

Normvalenzsystems 　in　ein 　empfindungsgemaess

gleichabstaendiges　System　auf 　der　Grundlage　des

Munsell　Systems、　Fa　rbe 、1955 「4 ，285288 ．（7 −

38 ）  C ．J．　Bartleson； Notes　on 　the　Nickerso冂 一

Judd −Wyszecki 　 chromat 「o　 value 　tra［sformation ，

J．σ S，A ，「959 、49 、489 −490 ．（7−38 ）

［ロ
ー

タ リ
ー

］両眼交代 と両 眼光沢 （7 −32 ）

1962 （昭37 ）色彩科学ハ ン ドブ ッ ク実務委員

匚小論］マ ン セル 明度 関数の諸形式 （8 −35 ）

匚MCS 文 献］ D ．　 A ．　 Shklover ，　The 　equlcontrast

COIOriometriC 　SyStem ．　 ViSuat　prObtemS 　Of　 COIoUr ，

No、8 ．　National　Physicai　Laboratoryl　 1958 ，　pp．605 −

614 ．（8−37）

［関東支部第 5 回研究発表会］光化学的反応仮説によ

る Cobb −Judd明度関数の拡張 （8−46 ）

匚ロ
ー

タ リ
ー］ア プニ

ー効果 （8 −8 ）

［八 ン ドブ ッ クユ「色感 覚の基礎的性質」色彩科学八 ン

ドブ ッ ク （南江堂） 7章3節

1963 （昭38 ）理事新任 （ニ ュ
ーズ編集副担当 ，9

巻 2号よ り 11巻4号まで），カラ
ー

テレビ研究会委員 ，

MCS 分科会世話人

OMCS 研究会 は前年度をも っ て予定 の 二 年計画を終

了 したが，協会の主要な分科会活動の一
つ と して継続

とな り ，その世話 人とな っ た （9 −14）。 結 局 ，同研

究会は翌 昭和 39 年 3月 3 ］日で終了 したが ，たまたま

MCS は筆者の 学位論 文の テ
ー

マ で もあ り，こ の 研究

会では随分と勉強させてもらっ た 。 その後 ，同研究会

は昭和42 年度か ら UCS （Uniform　Cobr 　Space ）研

究会と改称 して 印東太郎先生を世話人と して再発足 し

〔1｝−40 ），協会と しての最終年度 （昭和45 年度）ま

で 36 回の開催を数えた （16 −48 ，17−21 ）。

［小論］女性服装の配色美に関する研究 ： 白黒チ ェ ッ

クの場合 （藤井千枝氏と共著）（9−10）

［新 刊 紹 介 ］　  G ，Wyszecki ； Farbsysteme ，

Musterschmidt　Verlag：Goettingen，1960 ，　 pp ，144 ，

（9−19 ＞  R．C．　Teevan ＆ R ．　C　 Birney （ed ．） 1

［＝ ：＝ ＝＝ 二：：：＝＝＝二二＝ 二二 二：：コ 184

Cotor　visiOin ．．　An　enduring ρ厂oblem 　inρsycho ／σgy．　D ．

Van 　Nostrand ：Prlnceton，　N ，J．，1961 ，（9−45 ）

○ヴ ィ ゼ ツキー書で いうフ ァ ルプジステ
ー

ムは近頃の

用語法におけるカラ
ー

オ
ーダー ・シ ス テ ム の そ れ で あ

る。シス テムだけで
一

書をなすというのも珍 しく，小

冊子なが らたいへ ん啓発的で ，実際 同書には随分世

話にな っ た 。

［ロ
ー

タ リ
ー

］ マ ツ 八
・
リン グ （9 −8 ），ベ ゾル トの混

色効果 （9 −24 ）

［ア ク タ］ Hyperbolic　chromatic 　value 　cQordinate

system ．　 Acta　Chromatica，1963 ，1，51 −59 ．

○こ れは筆者の学位論文の
一

部 。 いわゆる クロマ チ ッ

ク
・バリュ ウ空間 におけるバリュ ウ関数として Cobb−

Judd関数を使用 し、パ ラメ
ー

タを調整 して 各種色空

間を
一

括して表そうと試 みたもの 。 （ニ ッ カ
ー

ソン女

史が日置先生あて書簡の 中で こ れを 「ホメテイタ」と

は先生か らのプライベ ート情報 。 ）

1964 （昭39 ）理事留任，色彩教育委員会委員

［新刊紹 介］三浦寛三 「色彩学概論』 創文社，1963

（10 −20 ）

［ロ
ー

タ リ
ー
］カラ

ー ・
シ ン ボ リズム （「0 −16）

［ア クタ］ Areconsideration　of　the　Cobb −Judd

rightness　 function，　 Act∂ Chromatica ，1964 ，1，

103 −］］O

O こ れ は筆者の学位論文の 一部。Cobb −Judd 明度関

数にパラメ
ー

タを加えて妥当性 を高めたもの。折か ら

NBS に在外研究中の 高崎宏氏によれば当のジ ャ ッ ド氏

は本論文を たい へ ん喜ん だそ うで ，そ の後、M ．　 H ，

Appley （ed ．） ！4daptation　levθi　thθory ，　Academic

Press，1971 、pp．147 −156 に詳 しく紹介 して くれ

て い る 。 また ドイ ツで は Klaus　D 、　 E．　 Richter氏 が

Antagonistische　Signate　beim　Fa厂bensehen 　und 　ihr

Zusammenhang 　mit 　der　empfin （tiungsgθmaessen

FarlOordnung（バーゼル大学学位論文，1969 ）に引

用 して くれた 。

1965 （昭40 ）こ の年 ，通常総会 も役員改選もな し

（委細不詳）。

［電気四学会連合大会］色覚とカラ
ー ・

テ レビジ ョ ン

（11 −29 ）

［関東支部第 96 回例会講演］色差の心理計量法 （11−

43 ）

［新刊紹介］L，M ，　Hurvich，　Dorothea　Jameson ，＆ D ．

H．Kranz，　 Theoretical　 treatment 　of　selected 　visual

problems．　 R 　D ．　 Luce 、　 et　 al ．　 ed ．　 Handbook 　of

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　 Se 　
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mathematical ρsychotog γ，　 II，Wiley ，19651

pp．100 −159 （11 −39 ）

［ロータリ
ーユプロ ッ ホの法則，色名呼称法 （11−24）

［ア クタ］Astudy 　on 　rapid 　declining　processes　of

color 　sensation ．　Acta　Chromatica、1965 ，2，10 −

「7，

○これはタイ トルの示す通り，色覚の 時間過程の速い

位相 を問題 と し て いる 。必ず しも 追 試 で はな い が ，

D ．Farnthworth 、　 A　 temporal 　 factor　 In　 colour

discrlmination，　 Visualρrobte ηs　of　cotour （No ．8）

London ：Natlonal　PhysiGal　Laboratory、1958 ，421 −

444 ，に触発された実験の報告。フ ァ ン ズワ
ー

ス氏 は

こ の論文で マ ン セル型 ，ライ ト型 ，マ ク ア ダム 型 の

UC ＄空間の違い が ，それぞれの基 づ く色差弁 別実験

におけ る試料観察の 時間的オ
ーダー

の違いにあり ，そ

れが
一

定の空間軸上の歪み とな っ て現れると言う。 そ

の 論旨は ス マ
ー

トで ，筆者が感銘を受けた論文。しか

も UCS 論 にと っ て無視で きな い 重要な所見だと思 う

のだが，あま り言及 されな い 。ただ フ ァ ン ズ ワ
ー

ス氏

はグラ フ ィ ッ クな解 析にとどま っ て い るので ，それを

数式化 しよ うとしたのが前掲の 筆者のク ロ マ チ ッ ク ・

バ リュ ウ ・システムの試みで もあ っ た 。

1966 （昭 41 ）理事新任 （ただ し任期 1年）（再び ニ

ュ
ーズ編集担当 ，12巻 516号よ り 15巷 6号まで）

○前年 度，通常総会がなか っ たとい うことは由々 しき

こ と で ，当時 学会が い か に 苦境にあ っ たかを物語る 。

赤字財 政の どん底の学会を引き継いだ新会長の 金沢寿

吉先生が理事会で 「呻い て おられた」というのは共 に

理事で あ っ た冨田正利氏との語 り草であ っ た 。

［書評 ］塚 田 敢 『色彩の 美学 』 紀伊 国屋， 1966

（12 −30 ）

［新刊紹介］   Graham ，　C．　H ．（ed ．）， Vision　and

visuat 　perception，　Wiley、1965 ，vii−pp ．637 ．（12 −6）

  金子隆芳 「色の科学1 みすず書房，昭和43 年 （杉

山芳雄氏による拙著の書評 ）。（12 −〔31）

○杉山氏は本書につ い て著者が心理学畑であるに拘わ

らず （1？）色の科学の厳密 さは失 われていない と評価

しな が ら も ，用語法や記号法に対する苦言には杉 山氏

ら しい厳 しいもの があ っ た。当時 、UCS 委員でも あ

っ た杉山氏は論文 ・新刊紹介に非 常 に精力 的 だ っ た 。

同書はやかま し屋で知 られた広瀬誠一
先生も 紹介 し て

くれたが （色材協会誌 ，1968 ，41 ，No ．］2），同書

の 「親ヒ ロ セイ ズム」のせいか，こちらは不相応な賛

辞を戴い た。と こ ろ で 昭和 41 年度の ニ ュ
ーズが昭和

［＝ ＝＝：＝ ：一 ：コ le5

43 年初版の同書を紹介 して いると い うこ とは当時の

ニ ュ
ー

ズの発行がそんなにも遅れていた とい うこ と。

1967 （昭42 ）理事新任

［小論］CIE （1963 ）UVW 系 の ひ とつ の 検討 （13−

32 ）

［新刊紹介］  W ，D ，　Wrightl　 The　rays ∂rθ not

CO ！oured ．　Essays　on 　the　science 　of　vision 　and 　cO ／our．

Adam 　Hilger、　London、1967 、（13−］8）

  W ．Schultze： Farbeniehre　und 　Fa厂benmessung

（rev ．），Sprlnger，1966 、　pp．83 （マ3 −34 ）

［ロ
ー

タリーユ残像の諸相 （13−36 ）

1968 （昭43 ）理事留任

［新刊紹介］関 秀光編 「色彩管理 ：企業の カラー戦略』

日干1」工業新聞社，1968 ，pp．232 ，（］4 −8）

［ロ ータリ
ー］定量混色図 （14 −12），目標色 と限界

色 （］4−24 ）

1969 （昭44 ）理事新任 （ニ ュ
ー

ズ担当当年度ま で ）

［UCS 文献］  ア ・べ ・
マ トビエ ィ エ フ ＆エ ヌ

・エ

ム
・ベ リ ャ エ ワ　 均等色差系 、「ス ヴ ィ エ トテ ク ニ

カ』，1965 ，9、1−6．（15 −22 ）（原著 ロ シヤ語）

  ア
・べ ・

マ トビエ ィ エ フ　等色差空間構成の諸問題 ，

『ス ヴィ エ トテクニ カ』」 964 、12、1−7 ．（1　5−23 ）

［ロ
ー

タ リ
ー

］ア ウベ ル ト関数と コ
ー

ル ラウシ ュ 屈折

（15 −8），色視野 （15 −24 ）、明度 ・強度 ・明澄度
・

飽和度 （ヘ ッ セル グ レ ン 系 ） （15 −32 ）、暗度段階

（Dunkelstufe ）（15 −40 ）

1970 （昭45 ）理事留任 （『アクタ』担当か）

［UCS 文献］W ．　Schultze；Comprehensive　comparison

of　 seven 　 coior −d［fference　 formu「ae 、　 CIE　 EI−3−1

（］6−48 ）

1971 （昭46 ）『ア クタ』2巻 2号編集代表

○わずか 1回の 「ア クタ』の編集で あ っ たが ，欧文誌

の エ デ ィターを務め られたの は
一

学徒 として名誉な こ

とであ っ た。

1972 （昭47 ）『ア クタ』編集委 員 ［1−3フ］ （昭和

49 年まで），文部省出版補助金申請係 匚1−80 、115 ，

］44 ］

OActa　Chromatica には文部省出版助成金が
一

度 はつ

いたのだが ，その後の発行が停滞 し，失格 した 。 この

頃以後，い わ ゆる学園紛争や大学の 筑波移転問題など

に煩わされ ，学会とす っ かり疎遠になっ た 。 以上、ニ

ュ
ーズ編集担当が比較的長か っ たが ，こ の間 ，こ協力

戴いた編集委 員諸氏 に こ の 機会に深謝。

　 　 　 　 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
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1980 （昭 55 ）新編色彩科学ハ ン ドブ ッ ク編集委員 、

同実務委員，同心理学部門主査

［ハ ン ドブ ッ ク］「色表示系と色覚の基本次元」新編色

彩科学ハ ン ドブ ッ ク ，東大出版会 ，11 章 1節

1982 （昭 57 ） ［小論］ベ ル リンAIC報告 ：ベ ンハ

ム ・カラ
ー

の マ ン セル空間表示とベ ン ハ ム ・カラー決

定要因の分析 ［6−101 ］

1986 （昭61 ）会長，色彩科学事典編集委員長

［挨拶］日本色彩学会長 に就任 して ［10−100］

○ほ とん ど ］O年の 学会と の 空白が あ っ たの で ，当時

の会長納谷嘉信先生から次期会長候補の突然の打診が

あ っ た ときには晴天の霹靂 。 支部長の経歴もな い 。 結

局 ，有 D難くお引き受けは したが ，学会に戻 っ た時に

は今浦島の気分であ っ た。

1987 （昭 62 ） ［挨拶］色彩科学用語事典企画にあ

た っ て （No ．131 −2）

〇八 ン ドブ ッ ク以来，学会には機関誌以外の 出版活動

がないので ，かね て 意中の ロ
ー

タ リ
ー

の単行本化に つ

い て会長提案 し ，理事会の 了承を得 た 。 「こ れ が ま と

まれば本 になる」とは ［コ
ー

タ リ
ー

欄を提案 した 日置先

生のモノ ローグであ っ た 。 ただ実際問題 として既存の

ロ ータ リーで は間に合わず ，結局、多くの会員諸氏に

よる再執筆とな っ た 。

1990 （平2）ISOπC 　187 国内委員会委員兼委員長

1991 （平3 ） ［挨拶］色 彩科学事典発行にあた っ て

（No．155 −1）

○ロー
タ U一単行本化の書名は 日本色彩学会編 「色彩

科学事典』（朝倉書店）とな っ た 。 足掛け5年，この

間，今井弥生会長と太田安雄会長に事業を引き継い で

い ただき、お陰で完成した 。

1993 （平5） ［報告コカラ
ー

オ
ー

ダ
ー

システム国際

標準化の 行方 ： ISOfTC 　187 国内委員会中間報告

匚16−134］

匚新刊紹介］ダビ ドフ r色彩の認知新論』 （金子訳）マ

グ ロ ウ ヒ ル出版 （］993 ）（内川惠 二 氏が拙訳書を紹

介）（NQ．167 −5）。

1994 （平6） ［論説］カラーオーダーシ ス テムの構

成概念の 変遷 ： 物理学か ら心理学へ の 回帰 ［17 −

220 ］

○こ の 年，名誉会員に推戴された。

1995 （平 7 ）ISO1 丁C187 国内委員会委員長 を品 田

登氏に引継。

匚報告］新 しい 学校教育用色覚検査表 臼 9 −71 ］

○新 しい検査表 CMT （Cobr 　Mate　Test），別名 「色の

［：＝ ：＝ ：二 二 ＝二二二＝＝：二：＝］ 185

なかまテス ト」は小学校教育に相応 しい 色覚検奎のあ

り方をめざ し，眼科の高柳泰世氏 と共間で開発 。

［新刊紹介］金子隆芳 「色の 科学』色彩科学選書 1 ，

朝倉 書店 （1995 ），（みすず書房 干1」同名1日著の改訂

版，坂田勝亮氏による書評） （No．176 −6）

1996 （平 8） ［新刊紹介］高柳泰世 『つ く られた障

害 「色盲」』朝日新聞社 （1996 ）（No，183 −6 ），

1998 （平 10）新編色彩科学八 ン ドブ ッ ク （第2版）

編集委員 、同部門主査 ，JIS （色 に関する用 語）改訂

委員

匚ハン ドブ ッ ク］「色の心理的属性次元 ，現 象的特性 ，

様相間属性間効果 ．認知情動特性」、新編色彩科学ハ

ン ドブ ッ ク （第 2版 ）東大出版会 ，9章 1，4，5 ，6節

（一部，冨家直氏と共著）

1999 （平 11）物体色の色名 JIS原案作成委員

［新 刊紹介］ 自著紹介 『色寛異常 に 配慮 した色づかい

の手引き ：色彩バ 1丿ア フ リ
ー

マ ニ ュ ア ル 』（高柳泰世

氏と共著）ぱす てる書房 （1998 ）（No．200 −］1）。

○昭和 61 年，日本教科書協会 ・
図書研 究セ ン ターは

「色覚異常児童生徒のための教科 書色刷 り改善の手引

き」を作成した 。 高柳氏はそのときの作成委員である

が ，同じく委員 に亡友冨家直氏があ っ た。本善はその

手引きを引き継いだ新訂普及版 。

2000 （平 12） ［随想］物体色の ベ ツ ォ ル ト
・
プ リ

ュ ッ ケ効果 ［24 −75 ］

○マ ン セル系における こ の現象の特異性を早くに指摘

した亡友水野欽司氏 へ の レクイ エ ム 。

○チャ ン ス がなく最後にな っ て しま っ たが，好きな本

を
一

冊掲 げたい。P．　J．　 Bouma ，　Physical　aspects 　of

coiour ，　An 　intorduction　to　the　scientific 　study 　of

co ／our 　and 　coiou 厂 sensations 、　 N 、　 V．　 PhilPips

Gioeilampenfabriken，　Eindhoven 、　The 　Netherlands

（trans，　by　W ，　De　Groot），］9471　pp．312 ，原著はオ

ランダ語 。 ヨ
ーロ ッ パ色彩学の雰囲気がよい。いまや

古典 と い うべ き か。

　 　 　 　 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
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